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衆議院農林水産委員会ニュース 

平成 29.12.12 第 195回国会第６号（閉会中審査） 

 

12月 12日（火）、第６回の委員会が開かれました。 

 

１ 農林水産関係の基本施策に関する件（畜産問題等） 

・齋藤農林水産大臣、礒崎農林水産副大臣、上月農林水産大臣政務官及び政府参考人に対し質疑を行いました。 

 

（質疑者及び主な質疑内容） 

宮路拓馬君（自民） 

・国産牛肉の輸出拡大について、政府の決意を伺いたい。 

・畜産クラスター事業に係る十分な予算の確保をお願い

したい。 

・酪農経営体生産性向上緊急対策事業（楽酪事業）の今後の

在り方について、農林水産省の考えを伺いたい。 

 

佐藤英道君（公明） 

・食品流通合理化の議論が先行した結果、卸売市場及び卸売

市場法がなくなることがあっては本末転倒ではないか。 

・加工原料乳生産者補給金の単価の期中改定について農林水

産省の見解を伺いたい。 

・日ＥＵ・ＥＰＡを踏まえたチーズ対策及び直交集成板

（ＣＬＴ）の需要拡大策について伺いたい。 

 

佐々木隆博君（立憲） 

・日ＥＵ・ＥＰＡが妥結に至るまでの交渉過程及び影響

評価の公表時期について伺いたい。 

・ＥＵの酪農経営の実態についてどのように認識してい

るのか。 

・酪農ヘルパー制度の事業への支援の充実のみならず、

酪農ヘルパーの職業としての認知度向上のための取組

が必要ではないか。 

 

神谷裕君（立憲） 

・日ＥＵ・ＥＰＡ、日豪ＥＰＡ及びＴＰＰ11の全てを含

めた総合的かつ横断的なチーズに関する影響試算を行

う必要があるのではないか。 

・日ＥＵ・ＥＰＡにおけるソフト系チーズの関税削減等

が国内の生乳生産に与える影響について、農林水産省

としてどのように考えているのか。 

・萌芽期にある各地のチーズ工房を育成すべきではない

か。 

佐藤公治君（希望） 

・「アニマルウェルフェア」の定義について伺いたい。 

・「アニマルウェルフェア」の考え方を踏まえた飼養管理

の普及に当たっては、生産者の不安を招かないように

する必要があるのではないか。 

・鶏卵生産者経営安定対策事業の更なる拡充に向けた農

林水産大臣の決意を伺いたい。 

 

関健一郎君（希望） 

・うずらの卵の生産について、飼養戸数や生産量の推移

を伺いたい。 

・うずらの卵の生産コストを適切に価格に転嫁できるよ

うにする必要があると考えるが、そのための施策は検

討されていないのか。 

・畜産農家の後継者や新たな担い手の確保に対する政府

の考え方を伺いたい。 

 

緑川貴士君（希望） 

・冷凍牛肉に係る関税緊急措置（セーフガード）の実効

性に対する農林水産大臣の考え方を伺いたい。 

・近年の蜜蜂被害事例の件数について伺いたい。 

・米の着色粒防止のためのカメムシ防除に使用される農

薬が、蜜蜂被害の原因と考えられるため、農産物検査

の米の着色粒混入限度を緩和すべきではないか。 

 

金子恵美君（無会） 

・福島県内の永年性牧草地における放射性物質の吸収抑

制対策としてのカリ施肥後の牧草中のカリウム濃度に

ついて農林水産大臣の所見を伺いたい。 

・隔離一時保管されている放射性物質に汚染された牧草

や牛ふん堆肥の処理を、今後どのように推進していく

のか。 

・乳用牛飼養頭数減少の背景には、規模拡大による施設

への投資負担が重く、労働力が確保できなくなったこ
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とが考えられるが、農林水産大臣の認識を伺いたい。 

 

田村貴昭君（共産） 

・森林の盗伐に対して、国が中心となって早急に対策を

講じる必要があると考えるが、農林水産大臣の見解を

伺いたい。 

・牛肉消費が安定しているにもかかわらず、肉用牛飼養

戸数が減少しているのはどのような理由によるものか。 

・農家の将来不安の声を真摯に受け止め、日ＥＵ・ＥＰ

Ａ等の自由貿易協定とは決別するという政策転換を図

るべきと考えるが、農林水産大臣の所見を伺いたい。 

 

串田誠一君（維新） 

・生クリーム等の液状乳製品向け生乳を補給金制度の対

象に追加した理由を伺いたい。 

・性判別精液の活用について、現状と課題を伺いたい。 

・肉牛生産者が飼養品種をあまり変更しない理由は何か。 

 

 

 

２ 平成 30年度畜産物価格等に関する件 

・鈴木憲和君外６名（自民、立憲、希望、公明、無会、共産、維新）から提出された平成 30 年度畜産物価格等に関す

る件の決議案について、提出者石川香織君（立憲）から趣旨説明を聴取しました。 

・採決を行った結果、全会一致をもってこれを委員会の決議とすることに決しました。 

（賛成―自民、立憲、希望、公明、無会、共産、維新） 

・齋藤農林水産大臣から発言がありました。 

 


